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受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

○
防
災
功
労
者

野
木
町
消
防
団

栃
木
県
知
事
表
彰

○
模
範
消
防
団
員

本
部
団
員　
　
　

知
久　

敦
則

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
勤
続
章
（
20
年
）

副
団
長　
　
　
　

大
森　

健
雄

○
勤
続
章
（
15
年
）

本
部
団
員　
　
　

菅
谷　

正
弘

本
部
団
員　
　
　

中
村　

英
樹

第
１
分
団
班
長　

青
木　

一
浩

第
２
分
団
団
員　

金
原　
　

徹

○
勤
続
章
（
10
年
）

第
２
分
団
班
長　

内
田　

勝
美

本
部
分
団
団
員　

野
中　

哲
朗

○
夫
婦
消
防
団
員

第
３
分
団
団
員　

山
﨑　

佳
太

女
性
消
防
班
団
員　

山
﨑　

沙
織

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
（
８
年
）

第
１
分
団
分
団
長　

海
老
沼
直
之

第
２
分
団
分
団
長　

海
老
沼
高
行

第
３
分
団
分
団
長　

田
村　

真
一

第
６
分
団
分
団
長　

金
子　

雅
俊

第
２
分
団
副
分
団
長　

野
口　

貴
人

第
３
分
団
副
分
団
長　

眞
瀬　

雄
司

本
部
分
団
団
員　

秋
元　

卓
巳

第
１
分
団
団
員　

大
橋　

雅
慶

第
１
分
団
団
員　

松
井　

裕
樹

第
１
分
団
団
員　

須
見　

健
史

第
６
分
団
団
員　

伊
藤　

一
仲

○
勤
続
章
（
５
年
）

第
４
分
団
分
団
長　

寳
示
戸
寿
弘

本
部
分
団
班
長　

山
中　

和
樹

第
３
分
団
班
長　

小
竹　

寛
明

第
６
分
団
班
長　

青
木　

聡

本
部
分
団
団
員　

加
藤　

賢

本
部
分
団
団
員　

志
賀　

淳
一

第
１
分
団
団
員　

岡
田　

裕
司

第
１
分
団
団
員　

寺
内　

功

第
１
分
団
団
員　

秋
元　

正
博

第
１
分
団
団
員　

高
山　

聡
史

第
１
分
団
団
員　

石
塚　

航

第
３
分
団
団
員　

永
塚　

淑
美

第
３
分
団
団
員　

市
村　

俊
介

第
３
分
団
団
員　

岡
部　

稔

第
４
分
団
団
員　

知
久　

智
之

第
４
分
団
団
員　

鈴
木　

政
和

第
４
分
団
団
員　

鈴
木　

康
友

○
無
火
災
消
防
機
関

　
（
平
成
26
年
８
月
22
日
〜
平
成
28
年
７
月
21
日
）

第
１
分
団

※
１
０
０
０
戸
以
上
２
５
０
０
戸
未
満

野
木
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
10
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
勤

続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
ご
家
族

　

に
対
す
る
感
謝
状

副
団
長　
　
　

大
森　

健
雄
ご
家
族
様

第
１
分
団
班
長　

大
高　

一
政
ご
家
族
様

本
部
分
団
団
員　

寺
内　

健
男
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員　

新
井　

貴
裕
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員　

中
村　

崇
廉
ご
家
族
様

第
３
分
団
団
員　

大
島　

拓
也
ご
家
族
様

○
無
火
災
分
団

　
（
平
成
27
年
10
月
24
日
〜
平
成
28
年
10
月
22
日
）

第
２
分
団

第
６
分
団

○
優
良
防
火
管
理
事
業
所

ゼ
ブ
ラ
株
式
会
社
野
木
工
場
様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員

本
部
分
団
団
員　

志
賀　

淳
一

第
１
分
団
団
員　

秋
元　

正
博

第
１
分
団
団
員　

石
塚　
　

航

第
３
分
団
団
員　

永
塚　

淑
美

第
３
分
団
団
員　

市
村　

俊
介

第
４
分
団
団
員　

小
林　

大
祐

第
４
分
団
団
員　

鈴
木　

昭
太

○
優
良
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

消
防
団
の

通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
た
１０
月
23
日
、
恒
例
の
消
防
団
の

通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
女
性
団
員
６
名
を
含
め
た
１
４
０
名
の
団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
放
水
点
検
の

際
に
は
、
県
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
も
散
水
を
行
い
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
点
検
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅
東
通

り
で
分
列
行
進
を
行
い
、
通
常
点
検
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
た
１０
月
23
日
、
恒
例
の
消
防
団
の

通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
女
性
団
員
６
名
を
含
め
た
１
４
０
名
の
団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
放
水
点
検
の

際
に
は
、
県
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
も
散
水
を
行
い
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
点
検
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅
東
通

り
で
分
列
行
進
を
行
い
、
通
常
点
検
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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１０
月
８
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
第
39
回
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
各
分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

成　

績

▽
団
体
の
部

優
勝　
　

第
３
分
団

準
優
勝　

第
１
分
団

第
３
位　

第
４
分
団

▽
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者　

田
村　

真
一（
第
３
分
団
）

１
番
員　

市
村　

俊
介（
第
３
分
団
）

２
番
員　

志
賀　

淳
一（
本
部
分
団
）

３
番
員　

永
塚　

淑
美（
第
３
分
団
）

４
番
員　

中
上　

潤
也（
第
１
分
団
）

　

消
防
団
と
は
、そ
の
地
域
に「
住

ん
で
い
る
」「
働
い
て
い
る
」
人

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
消
防

機
関
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」
と
い
う
心
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
や
救

助
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
防
火
活
動
や

応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
な
ど
を

よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
と
の
違
い

　

「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
」
消
防
団
は
、
地
域
に
密
着

し
た
効
果
的
な
消
火
活
動
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
す
。
常
勤
の
地
方

公
務
員
と
し
て
消
防
署
に
勤
務
す

る
消
防
職
員
と
は
異
な
り
、
消
防

団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を

し
な
が
ら
、
火
災
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場
か
ら
災

害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

入
団
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

る
男
女

○
年
齢
は
１８
歳
以
上
の
方

○
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健

な
方

活
動
内
容

○
火
災
予
防
活
動

○
火
災
消
火
活
動

○
水
防
活
動

○
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

○
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

平
成
29
年
２
月
１
日（
水
）

待　

遇

○
報
酬
（
野
木
町
特
別
職
の
非

常
勤
職
員
と
な
り
、
階
級
に
応

じ
た
年
俸
（
一
般
団
員
で
年
額

６
万
１
千
円
）
と
在
籍
年
数
に
応

じ
た
退
職
報
償
金
制
度

○
公
務
災
害
補
償
制
度

○
研
修
制
度

○
被
服
貸
与

○
表
彰
制
度

問
総
務
課　
　

撒（
５７
）４
１
１
２

自
分
た
ち
の
町
は

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
！

消
防
団
員
募
集

厳しい訓練の成果を発揮 !!

　　　第３９回 町消防団ポンプ操法競技大会

▲優勝した第３分団の選手の皆さん。第３分団は昨年に引き続いての優勝です。▲日頃の成果が存分に発揮されました。


